
麦類（殺虫・殺菌剤） 麦類（殺虫・殺菌剤）

２．麦類・大豆
（１）麦類（殺菌・殺虫剤）
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用

量
使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

株腐病 塗沫処理

紅色雪腐病 種子吹き付
け処理

なまぐさ黒穂病

紅色雪腐病

斑葉病

網斑病

20倍 10分間種子
浸漬

6倍 塗沫処理

乾燥種子重量
の0.5～1.0%

種子粉衣
(湿粉衣)

20倍 10分間種子
浸漬

乾燥種子重量
の0.5～1.0%

種子粉衣
(湿粉衣)

20倍 10分間種子
浸漬

6倍 塗沫処理

乾燥種子重量
の0.5～1.0%

網斑病(大麦) 乾燥種子重量
の1.0%

うどんこ病 1000～2000倍 収穫14日前
まで

3回以内 散布

なまぐさ黒穂病 種子重量の
0.5%

は種前 1回 種子粉衣

赤かび病 1000～2000倍 収穫14日前
まで

3回以内 散布

斑葉病

網斑病

裸黒穂病

小麦

株腐病

小麦

大麦

小麦

大麦

小麦

大麦

小麦 普 Ⅰｱﾐｽﾀｰ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞ
ﾝ水和剤

原液 は種前 1回

大麦

ｼｰﾄﾞﾗｯｸ水和剤 金属銀水和
剤

なまぐさ黒穂病
(小麦)

は種前 1回

塗沫処理 小麦ｷﾋｹﾞﾝR-2ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾁｳﾗﾑ水和剤 乾燥種子1kg
当り原液20mL

は種前 1回

麦類 普 -

黒節病

斑葉病(大麦)

種子粉衣
(湿粉衣)

普 Ⅱ

普 Ⅰ

種子重量の
0.5%

は種前 1回 種子粉衣

ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ
水和剤

麦類

種子粉衣 普 Ⅱ

大麦

ﾍﾞﾝﾚｰﾄTｺｰﾄ ﾁｳﾗﾑ･ﾍﾞﾉﾐﾙ
粉剤

なまぐさ黒穂病 乾燥種子重量
の0.5%

は種前 1回

条斑病

斑葉病

裸黒穂病
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麦類（殺虫・殺菌剤） 麦類（殺虫・殺菌剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用

量
使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)

小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)

小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)

小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)

普 Ⅱ

10～20分間
種子浸漬

種子吹き付
け処理(種
子消毒機使
用)
種子粉衣

種子粉衣

ﾍﾞﾝﾚｰﾄT水和剤
20

ﾁｳﾗﾑ･ﾍﾞﾉﾐﾙ
水和剤

なまぐさ黒穂病 200倍 は種前 1回

20倍

7.5倍

乾燥種子重量
の0.5%

条斑病 200倍 6～24時間
種子浸漬

20倍 10～20分間
種子浸漬

7.5倍 種子吹き付
け処理(種
子消毒機使
用)

6～24時間
種子浸漬

乾燥種子重量
の0.5%

種子粉衣

斑葉病 200倍 6～24時間
種子浸漬

20倍 10～20分間
種子浸漬

7.5倍 種子吹き付
け処理(種
子消毒機使
用)

乾燥種子重量
の0.5%

裸黒穂病 200倍 6～24時間
種子浸漬

20倍 10～20分間
種子浸漬

7.5倍 種子吹き付
け処理(種
子消毒機使
用)

乾燥種子重量
の0.5%

種子粉衣
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麦類（殺虫・殺菌剤） 麦類（殺虫・殺菌剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用

量
使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

うどんこ病

赤さび病

2回以内 麦類(小麦
を除く)

5回以内 小麦

2回以内 麦類(小麦
を除く)

5回以内 小麦

ｶﾘｸﾞﾘｰﾝ 炭酸水素ｶﾘ
ｳﾑ水溶剤

うどんこ病 500倍 収穫前日ま
で

- 散布 麦類 普 Ⅰ

2回以内 麦類(小麦
を除く)

5回以内 小麦

収穫14日前
まで

大麦

収穫7日前
まで

小麦

収穫14日前
まで

大麦

赤さび病

雪腐小粒菌核病 1000～2000倍 根雪前 1回

網斑病 2000倍 収穫14日前
まで

2回以内 大麦

収穫21日前
まで

1回 大麦

収穫3日前
まで

3回以内 小麦

雲形病 1000倍 収穫21日前
まで

1回 大麦

紅色雪腐病 750～1000倍 根雪前 2回以内 小麦

収穫21日前
まで

1回 大麦

赤さび病 1000～3000倍

雪腐小粒菌核病 750～1000倍 根雪前 2回以内

網斑病 1000倍 収穫21日前
まで

1回 大麦

収穫14日前
まで

3回以内
(出穂期
以降は2
回以内)

小麦

収穫30日前
まで

3回以内
(出穂期
以降は1
回以内)

麦類(小麦
を除く)

収穫14日前
まで

3回以内
(出穂期
以降は2
回以内)

小麦

収穫30日前
まで

3回以内
(出穂期
以降は2
回以内)

小麦

ｵｷｼﾝﾄﾞｰ水和剤
80

有機銅水和
剤

紅色雪腐病 400倍 根雪前 散布 普

散布 小麦 普 Ⅰｱﾐｽﾀｰ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞ
ﾝ水和剤

2000～3000倍 収穫7日前
まで

3回以内

Ⅱ

雪腐小粒菌核病

ｷﾉﾝﾄﾞｰ水和剤80 有機銅水和
剤

雪腐病 400～800倍 根雪前 散布 普 Ⅱ

ｼﾙﾊﾞｷｭｱﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ
水和剤

うどんこ病 2000倍 2回以内 散布

Ⅰ

赤かび病 1000～2000倍

収穫3日前
まで

3回以内 小麦

収穫7日前
まで

小麦

うどんこ病 2000～3000倍 散布

普 Ⅰ

赤かび病

散布

根雪前

普ﾁﾙﾄ乳剤25 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰ
ﾙ乳剤

普 Ⅰ

赤かび病 1000～1500倍

3回以内
(出穂期
以降は1
回以内)

麦類(小麦
を除く)

雪腐病 1000～2500倍

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ
水和剤

うどんこ病 1000～2000倍
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麦類（殺虫・殺菌剤） 麦類（殺虫・殺菌剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用

量
使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

3～4kg/10a 3回以内
(出穂期
以降は2
回以内)

小麦

4kg/10a 3回以内
(出穂期
以降は1
回以内)

麦類(小麦
を除く)

うどんこ病

赤かび病

うどんこ病

赤かび病

さび病 1000～1500倍 収穫30日前
まで

雪腐小粒菌核病 750～1500倍 根雪前

収穫14日前
まで

大麦

赤さび病

うどんこ病 2000倍

赤かび病 2000～3000倍

赤さび病

雪腐小粒菌核病

網斑病

うどんこ病

赤かび病

赤さび病

網斑病

有機銅水和剤80 有機銅水和
剤

雪腐病 400～800倍 根雪前 2回以内 散布 麦類 普 Ⅱ

小麦

大麦

小麦

大麦

ｽﾐﾁｵﾝ粉剤2DL MEP粉剤 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4kg/10a 収穫14日前
まで

1回 散布 麦類 普 Ⅰ

小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)
小麦

麦類(小麦
を除く)

収穫14日前
まで

3回以内

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM粉剤DL ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ
粉剤

赤かび病 収穫14日前
まで

普 Ⅰ散布

ﾄﾘﾌﾐﾝ乳剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ
乳剤

1000倍 収穫3日前
まで

3回以内 散布

散布 麦類 普 Ⅰ

小麦 普 Ⅰ

ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ
水和剤

1000～2000倍

ﾊﾞｼﾀｯｸ水和剤75 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ水和
剤

2回以内 散布 麦類 普 Ⅰ

ﾐﾗﾋﾞｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾋﾟｼﾞﾌﾙﾒﾄﾌｪ
ﾝ水和剤

赤かび病 1500～2000倍 2回以内

ﾜｰｸｱｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾒﾄｺﾅｿﾞｰﾙ水
和剤

収穫7日前
まで

3回以内 散布

散布

麦類 普 Ⅰ

2000倍

収穫7日前
まで

小麦

普 Ⅱ

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1000倍 収穫7日前
まで

1回 散布

散布 麦類 普 Ⅰﾜｰｸｱｯﾌﾟ粉剤DL ﾒﾄｺﾅｿﾞｰﾙ粉
剤

3kg/10a 収穫7日前
まで

3回以内

普 Ⅰ

ｱﾜﾖﾄｳ

ｽﾐﾄｯﾌﾟM粉剤 MEP･ﾁｵﾌｧﾈｰ
ﾄﾒﾁﾙ粉剤

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4kg/10a 収穫14日前
まで

1回

うどんこ病

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ

ﾑｷﾞｱｶﾀﾏﾊﾞｴ

赤かび病

散布 普 Ⅰ

- 331 -



大豆（殺菌・殺虫剤） 大豆（殺菌・殺虫剤）

（２）大豆（殺菌・殺虫剤）
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

ﾀﾈﾊﾞｴ

ﾊﾄ

紫斑病

ﾀﾈﾊﾞｴ

紫斑病

苗立枯病

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾀﾈﾊﾞｴ

ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾀﾈﾊﾞｴ

ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ根腐
病
茎疫病

黒根腐病

紫斑病

白絹病

苗立枯病(ﾋﾟｼ
ｳﾑ菌)

ﾍﾞﾝﾚｰﾄT水和剤
20

ﾁｳﾗﾑ･ﾍﾞﾉﾐﾙ
水和剤

紫斑病 乾燥種子重量の
0.2～0.4%

は種前 1回 種子粉衣 普 Ⅱ

ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ水
和剤

茎疫病 原液 は種前 1回 種子塗沫 種子
重量
の2%

普 Ⅰ

紫斑病

斑点細菌病

葉焼病

茎疫病

紫斑病

普 Ⅱ

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｷﾋｹﾞﾝR-2ﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾁｳﾗﾑ水和剤 乾燥種子1kg当
り原液20mL

は種前 1回 塗沫処理 普 Ⅱ

ｷﾋｹﾞﾝ ﾁｳﾗﾑ水和剤 乾燥種子重量の
1%

は種前 1回 種子粉衣

ｸﾙｰｻﾞｰMAXX ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ･ﾌﾙ
ｼﾞｵｷｿﾆﾙ･ﾒﾀﾗ
ｷｼﾙM水和剤

原液 は種前 1回 塗沫処理 乾燥
種子
1kg当
り8mL

普 Ⅰ

ｸﾙｰｻﾞｰFS30 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ水和
剤

乾燥種子1kg当
り原液6mL

は種前 1回 塗沫処理

Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ粉剤DL 銅粉剤 3kg/10a - - 散布 普 Ⅰ

Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ 銅水和剤 500倍 - - 散布
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大豆（殺菌・殺虫剤） 大豆（殺菌・殺虫剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

べと病 2000倍

紫斑病 2000～3000倍

腐敗粒 2000倍

ｹﾞｯﾀｰ水和剤 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙ
ﾌﾞ･ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒ
ﾁﾙ水和剤

紫斑病 1000倍 収穫14日
前まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾄﾞｲﾂﾎﾞﾙﾄﾞｰDF 銅水和剤 斑点細菌病 500倍 - - 散布 普 Ⅰ

菌核病 700～1000倍

紫斑病 700～1500倍

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM粉剤
DL

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ
粉剤

紫斑病 4kg/10a 収穫14日
前まで

4回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾄﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾃﾌﾞﾌﾛｷﾝ水和
剤

紫斑病 1000倍 収穫14日
前まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ液剤5 ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ液
剤

葉焼病 500倍 収穫7日前
まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

菌核病

紫斑病

べと病

茎疫病

斑点細菌病

葉焼病

べと病

紫斑病

菌核病

紫斑病

べと病

茎疫病

ﾘｿﾞﾚｯｸｽ水和剤 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ水
和剤

白絹病 1000倍 収穫14日
前まで

3回以
内

土壌灌注 普 Ⅰ

べと病

茎疫病

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 4000倍

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 2000～4000倍

Ⅰ

普

普 Ⅰ

普 Ⅰ

普

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和
剤

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ
水和剤

収穫14日
前まで

4回以
内

散布 普 Ⅰ

ｱﾐｽﾀｰ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ
水和剤

収穫7日前
まで

2回以
内

散布

ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙC水和
剤

ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ･銅
水和剤

600倍 収穫7日前
まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾋﾟﾘﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ
水和剤

1000～2000倍 収穫7日前
まで

3回以
内

散布

ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1000～2000倍 収穫前日
まで

4回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ水和
剤

ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和
剤

400倍 収穫45日
前まで

3回以
内

散布

ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ水
和剤

1000～2000倍 収穫7日前
まで

3回以
内

散布

ﾘﾄﾞﾐﾙｺﾞｰﾙﾄﾞMZ ﾏﾝｾﾞﾌﾞ･ﾒﾀﾗｷ
ｼﾙM水和剤

500倍 収穫45日
前まで

3回以
内

散布

Ⅰ

普 Ⅰ

普 Ⅰｱﾀﾌﾞﾛﾝ乳剤 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ
乳剤

収穫14日
前まで

2回以
内

散布
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大豆（殺菌・殺虫剤） 大豆（殺菌・殺虫剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

ｶﾒﾑｼ類

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1000～2000倍

ｶﾒﾑｼ類 1000倍

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒ
ｲｶﾞ

1500～2000倍

ﾂﾒｸｻｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

ｶﾒﾑｼ類

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒ
ｲｶﾞ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 4kg/10a

ｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ水和
剤

ｶﾒﾑｼ類 2000倍 収穫7日前
まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ｷﾗｯﾌﾟ粉剤DL ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ粉剤 ｶﾒﾑｼ類 3kg/10a 収穫7日前
まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊﾀﾞﾆ類

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

ｶﾒﾑｼ類

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ｶﾒﾑｼ類

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

普 Ⅰ

劇 Ⅰ

1000倍

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ粉剤DL ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粉剤 3kg/10a 収穫7日前
まで

2回以
内

散布

普 Ⅰ

ｴﾙｻﾝ乳剤 PAP乳剤 収穫7日前
まで

2回以
内

散布

ｴﾙｻﾝ粉剤3DL PAP粉剤 3～4kg/10a 収穫7日前
まで

2回以
内

散布

普 Ⅰ

ｽﾀｰｸﾙﾒｲﾄ液剤
10

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ液剤 1000倍 収穫7日前
まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ｸﾞﾚｰｼｱ乳剤 ﾌﾙｷｻﾒﾀﾐﾄﾞ乳
剤

2000～3000倍 収穫14日
前まで

2回以
内

散布

ｽﾀｰｸﾙ液剤10 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ液剤 1000倍 収穫7日前
まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ
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大豆（殺菌・殺虫剤） 大豆（殺菌・殺虫剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

ｶﾒﾑｼ類

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1000～2000倍

ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ

ｶﾒﾑｼ類

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒ
ｲｶﾞ
ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 1000～1500倍

ﾏﾒﾊﾝﾐｮｳ

ﾏﾒﾋﾒｻﾔﾑｼｶﾞ

ｽﾐﾁｵﾝ粉剤3DL MEP粉剤 ｶﾒﾑｼ類 4kg/10a 収穫21日
前まで

4回以
内

散布 普 Ⅰ

ｾﾞﾝﾀｰﾘ顆粒水
和剤

BT水和剤 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍 発生初期
但し､収穫
前日まで

- 散布 - -

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ

ｶﾒﾑｼ類

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒ
ｲｶﾞ

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

ﾂﾒｸｻｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

ｽﾀｰｸﾙ粉剤DL ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粉剤 3kg/10a 収穫7日前
まで

2回以
内

散布

4回以
内

散布

普 Ⅰ

普 Ⅰ

1000倍

1000倍

ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ
乳剤

1000倍 収穫14日
前まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 収穫21日
前まで
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大豆（殺菌・殺虫剤） 大豆（殺菌・殺虫剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｶﾒﾑｼ類

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒ
ｲｶﾞ

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

ﾆｯｿﾗﾝ水和剤 ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ水
和剤

ﾊﾀﾞﾆ類 2000～3000倍 収穫7日前
まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾈｷﾘｴｰｽK ｲｿｷｻﾁｵﾝ粒剤 ﾈｷﾘﾑｼ類 3kg/10a は種時～
本葉2葉期

2回以
内

土壌表面株
元処理

普 Ⅰ

ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ
乳剤

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 2000倍 収穫14日
前まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾂﾒｸｻｶﾞ

ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 2000～4000倍

ﾌﾟﾗﾝﾀﾞﾑ乳剤25 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ
乳剤

紫斑病 3000～5000倍 開花後～
収穫7日前
まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

ﾍﾟｶﾞｻｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ
水和剤

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 2000～4000倍 収穫7日前
まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000倍

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

普 Ⅰ

ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ
水和剤

4000倍 収穫7日前
まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾄﾚﾎﾞﾝ粉剤DL ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ
粉剤

4kg/10a 収穫14日
前まで

2回以
内

散布

ﾌﾟﾚｵﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ水和
剤

収穫7日前
まで

2回以
内

散布

ﾌﾟﾚﾊﾞｿﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
5

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ
ﾛｰﾙ水和剤

4000倍 収穫7日前
まで

2回以
内

散布

3回以
内

散布

普 Ⅰ

1000～2000倍

普 Ⅰ

普 Ⅰ

2000～4000倍

ﾍﾞﾈﾋﾞｱOD ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙ水和剤

収穫7日前
まで
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大豆（殺菌・殺虫剤） 大豆（殺菌・殺虫剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

ﾏﾄﾘｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ
水和剤

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 2000～3000倍 収穫前日
まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｺｶﾞﾈﾑｼ類

ﾊﾀﾞﾆ類

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 1000倍

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒ
ｲｶﾞ
ﾊﾀﾞﾆ類

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

ﾏﾒﾊﾝﾐｮｳ

ﾏﾒﾋﾒｻﾔﾑｼ

ﾛﾑﾀﾞﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ
水和剤

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 2000倍 収穫14日
前まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾛﾑﾀﾞﾝ粉剤DL ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ
粉剤

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 4kg/10a 収穫14日
前まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

紫斑病

ｶﾒﾑｼ類

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ

紫斑病

露地:100～
110m/10a(100m
ﾘｰﾙ)

株上に沿
い､作物上
に支柱等を
用いて固定
する｡露地:200本

/10a(20cmﾁｭｰ
ﾌﾞ)

適当な長さ
の支柱等に
取り付け､
圃場に配置
する｡

散布

ﾏﾗｿﾝ乳剤 ﾏﾗｿﾝ乳剤 2000～3000倍 収穫7日前
まで

3回以
内

散布 普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｱﾐｽﾀｰﾄﾚﾎﾞﾝSE ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸ
ｽ･ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛ
ﾋﾞﾝ水和剤

1000倍 収穫14日
前まで

2回以
内

散布 普 Ⅰ

ﾏﾗｿﾝ粉剤3 ﾏﾗｿﾝ粉剤 3kg/10a 収穫7日前
まで

3回以
内

普 Ⅰ

ｺﾅｶﾞｺﾝ ﾀﾞｲｱﾓﾙｱ剤 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 加害作物
栽培の全
期間

普 Ⅰ

ﾄﾗｲﾄﾚﾎﾞﾝ粉剤
DL

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸ
ｽ･ﾃﾌﾞﾌﾛｷﾝ粉
剤

3～4kg/10a 収穫14日
前まで

2回以
内

散布
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大豆（殺菌・殺虫剤） 大豆（殺菌・殺虫剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

100～120本
/10a(22g/100本
製剤)

作物の生育
に支障のな
い高さに支
持棒等を立
て支持棒に
ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ
を巻き付け
固定し圃場
に配置す
る｡20～

40m/10a(55g/50
m製剤)

支柱を立て
ﾛｰﾌﾟ状の製
剤を対象作
物の上部に
張り渡す。

ﾖﾄｳｶﾞ 100～120本
/10a(22g/100本
製剤)

作物の生育
に支障のな
い高さに支
持棒等を立
て支持棒に
ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ
を巻き付け
固定し圃場
に配置す
る｡ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾖﾄｳｶﾞ

ﾌｪﾛﾃﾞｨﾝSL ﾘﾄﾙｱ剤 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ雄成
虫

2～4個/ha 成虫発生
初期から
発生終期
まで

本剤をﾄﾗｯ
ﾌﾟ1台当り1
個を取付け
て配置す
る｡取付け
た薬剤は
1.5～2ヶ月
間隔で更新
する｡

普 Ⅰ

ﾖﾄｳｺﾝ-H ﾘﾄﾙｱ剤 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 20～
200m/10a(20cm
ﾁｭｰﾌﾞの場合100
～1,000本)

成虫発生
初期から
終期まで

露地(作物
上に支柱等
を用いて固
定する｡)

普 Ⅰ

Ⅰ

ｺﾝﾌｭｰｻﾞｰV ｱﾙﾐｹﾞﾙｱ･ｳﾜ
ﾊﾞﾙｱ･ﾀﾞｲｱﾓﾙ
ｱ･ﾋﾞｰﾄｱｰﾐﾙ
ｱ･ﾘﾄﾙｱ剤

100～200本
/10a(41g/100本
製剤)

対象作物
の栽培全
期間

作物の生育
に支障のな
い高さに支
持棒等を立
て支持棒に
ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ
を巻き付け
固定し圃場
に配置す
る｡

普 Ⅰ

ｺﾅｶﾞｺﾝ-ﾌﾟﾗｽ ｱﾙﾐｹﾞﾙｱ･ﾀﾞｲ
ｱﾓﾙｱ剤

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 対象作物
の栽培全
期間

普
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（３）除草剤
①麦類
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 作物名 適用病害虫

雑草名
希釈倍数
使用量

使用時期 本剤
の使
用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

MCPｿｰﾀﾞ塩 MCPAﾅﾄﾘｳﾑ塩
液剤

麦類 一年生及
び多年生
広葉雑草

200～
300g/10a

(秋播麦類)幼穂
形成期 但し収穫
45日前まで

1回 雑草茎葉散布又は全面
散布

普 Ⅰ

小麦

大麦

小麦

大麦
小麦 多年生ｲﾈ

科雑草
250～
1000mL/1
0a

耕起前又はは種
前まで(雑草生育
期:草丈30cm以

3回
以内

麦類(小
麦を除
く)

1回

小麦 3回
以内

麦類(小
麦を除
く)

耕起7日前まで
(雑草生育期)

1回

耕起前又はは種
前まで(雑草生育
期:草丈30cm以

250mL/10
a

収穫7日前まで
(雑草生育期)

多年生雑
草

500～
1000mL/1
0a

耕起7日前まで
(雑草生育期:草
丈30cm以下)

1回

小麦(秋
播栽培)
大麦(秋
播栽培)
小麦(秋
播栽培)

小麦1～2葉期(雑
草発生前～発生
始期)

大麦(秋
播栽培)

大麦1～2葉期(雑
草発生前～発生
始期)

小麦
大麦(秋
播栽培)
小麦(秋
播)
大麦(秋
播)
小麦

大麦

小麦

大麦

ｺﾞｰｺﾞｰｻﾝ細
粒剤F

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ粉
粒剤

麦類 一年生雑
草

5～
6kg/10a

は種後出芽前(雑
草発生前)

1回 全面土壌散布 普 Ⅰ

小麦 は種後(雑草発生
前)～小麦2葉期
(ｲﾈ科雑草1葉期
まで)

雑草茎葉散布又は全面
土壌散布

麦類(小
麦を除
く)

は種後出芽前(雑
草発生前)

全面土壌散布

ｻﾀｰﾝﾊﾞｱﾛ乳
剤

ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ･ﾍﾞﾝﾁ
ｵｶｰﾌﾞ乳剤

麦類 一年生雑
草

500～
750mL/10
a

は種直後～麦出
芽前

1回 全面土壌散布 普 Ⅰ

小麦

大麦

普 Ⅰｼﾅｼﾞｵ乳剤 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ･IPC
乳剤

一年生雑
草(ﾂﾕｸｻ
科､ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科､ｷｸ科

300～
400mL/10
a

は種後出芽前(雑
草発生前)

全土壌
(砂土
を除
く)

1回 全面土壌散布

普 Ⅰ

ｺﾞｰｺﾞｰｻﾝ乳
剤

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳
剤

一年生雑
草

300～
500mL/10
a

1回 普 Ⅰ

ｸﾘｱﾀｰﾝ乳剤 ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ･ﾍﾟ
ﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ･ﾘﾆｭ
ﾛﾝ乳剤

一年生雑
草

500～
700mL/10
a

は種直後(雑草発
生前)

1回 全土壌
(砂土
を除
く)

全面土壌散布

普 Ⅰ

ｸﾘｱﾀｰﾝ細粒
剤F

ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ･ﾍﾟ
ﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ･ﾘﾆｭ
ﾛﾝ粉粒剤

一年生雑
草

4～
5kg/10a

は種直後(雑草発
生前)

1回 全土壌
(砂土
を除
く)

全面土壌散布 普 Ⅰ

ｷｯｸﾎﾞｸｻｰ細
粒剤F

ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙﾌﾞ･ﾘ
ﾆｭﾛﾝ粉粒剤

一年生雑
草

3～
4kg/10a

は種後出芽前(雑
草発生前)

1回 全土壌
(砂土
を除
く)

全面土壌散布

Ⅰ

ｶﾞﾚｰｽ乳剤 ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ･ﾄﾘ
ﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤

一年生雑
草

200～
250mL/10
a

は種後出芽前(雑
草発生前)

1回 全土壌
(砂土
を除

全面土壌散布 普 Ⅰ

小麦 3回
以内

ｶﾞﾚｰｽG ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ･ﾄﾘ
ﾌﾙﾗﾘﾝ粉粒剤

畑地一年
生雑草

4～
5kg/10a

は種後発芽前(雑
草発生前)

1回

普ｶﾙﾅｸｽ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩液剤

全土壌
(砂土
を除
く)

全面土壌散布 普

Ⅰ

一年生雑
草

250～
500mL/10
a

は種後出芽前
（雑草生育期)

全面土壌散布 普 Ⅰ

雑草茎葉散布

全面土壌散布 普 Ⅰ

ｶｲﾀｯｸ乳剤 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ･ﾘ
ﾆｭﾛﾝ乳剤

一年生雑
草

500～
800mL/10
a

は種直後(雑草発
生前)

1回

ｶｲﾀｯｸ細粒剤
F

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ･ﾘ
ﾆｭﾛﾝ粉粒剤

一年生雑
草

5～
6kg/10a

は種直後(雑草発
生前)

1回 砂壌土
～埴土

砂壌土
～埴土
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 作物名 適用病害虫

雑草名
希釈倍数
使用量

使用時期 本剤
の使
用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

小麦(秋
播)
大麦
小麦(秋
播)
大麦 3回
小麦(秋
播)

収穫3日前まで
(雑草生育期)

1回

大麦 収穫7日前まで
(雑草生育期)

3回
以内

小麦(秋
播)

多年生ｲﾈ
科雑草

500～
1000mL/1
0a

耕起3日以前(雑
草生育期)

1回

小麦

麦類(小
麦を除
く)
小麦

麦類(小
麦を除
く)

は種後出芽前～3
葉期(雑草発生前
～雑草発生始期)

雑草茎葉散布又は全面
土壌散布

生育期雑草発生
前 但し､収穫45
日前まで

全面土壌散布

小麦

大麦

一年生広
葉雑草

3～
10g/10a

節間伸長開始期
～穂ばらみ期 但
し､収穫45日前ま

ｷﾞｼｷﾞｼ類 3～
5g/10a

秋播栽培の幼穂
形成期 但し､収
穫45日前まで

大麦

小麦

大麦

小麦

大麦

小麦

大麦

小麦

大麦

小麦

大麦

小麦 生育期 但し 収
穫45日前まで

麦類(小
麦を除
く)

生育期 但し 収
穫90日前まで

雑草茎葉散布又は全面
散布

普 Ⅰ

全面土壌散布 普 Ⅰ

一年生広
葉雑草

ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ液剤
(ﾅﾄﾘｳﾑ塩)

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液剤 一年生雑
草(ｲﾈ科を
除く)

100～
200mL/10
a

1回

ﾊｰﾓﾆｰ細粒剤
F

ﾁﾌｪﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
粉粒剤

ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟ
ｳ

4～
5kg/10a

は種後～麦3葉期
(雑草発生前～発
生始期)

1回 全土壌
(砂土
を除
く)

Ⅰ

小麦

ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟ
ｳ

5～
10g/10a

は種後～麦2葉期

一年生広
葉雑草

ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟ
ｳ

麦3葉期～節間伸
長前

一年生広
葉雑草

1回 雑草茎葉散布又は全面
散布

普ﾊｰﾓﾆｰ75DF ﾁﾌｪﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
水和剤

ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ 10g/10a 麦1葉期～節間伸
長前

ﾄﾚﾌｧﾉｻｲﾄﾞ粒
剤2.5

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤 麦類 一年生雑
草(ﾂﾕｸｻ
科､ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科､ｷｸ科､
ｱﾌﾞﾗﾅ科を
除く)

4～
5kg/10a

Ⅰ

耕起又はは種前
(雑草生育期)

普

砂壌土
～埴土

普 Ⅰ2回
以内

ﾀｯﾁﾀﾞｳﾝiQ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ
塩液剤

一年生雑
草

250～
500mL/10
a

は種後出芽前(雑
草生育期)

ﾄﾚﾌｧﾉｻｲﾄﾞ乳
剤

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤 一年生雑
草(ﾂﾕｸｻ
科､ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科､ｷｸ科､
ｱﾌﾞﾗﾅ科を
除く)

200～
300mL/10
a

は種後出芽前～3
葉期(雑草発生前
～雑草発生始期)

2回
以内

雑草茎葉散布又は全面
土壌散布

1回 雑草茎葉散布

普 Ⅰ

生育期(雑草発生
前) 但し､収穫45
日前まで

全面土壌散布
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 作物名 適用病害虫

雑草名
希釈倍数
使用量

使用時期 本剤
の使
用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

小麦

は種前(雑草生育
期)

小麦

大麦

小麦 300～
750mL/10
a

は種前(雑草生育
期)

1回

小麦(秋
播)
大麦(秋
播)
小麦

大麦
小麦 秋播栽培の麦2～

4葉期(雑草発生
前～発生始期)

小麦

大麦

一年生雑
草
一年生雑
草及び多
年生ｲﾈ科
一年生雑
草
一年生雑
草及び多
年生ｲﾈ科
一年生雑
草

収穫前日まで(雑
草生育期)

小麦(秋
播栽培)
大麦(秋
播栽培)
小麦

大麦(秋
播栽培)
小麦 多年生ｲﾈ

科雑草
250～
1000mL/1
0a

耕起前又はは種
前まで(雑草生育
期)

3回
以内

麦類(小
麦を除
く)

1回

小麦 3回
以内

麦類(小
麦を除
く)

耕起7日前まで
(雑草生育期)

1回

耕起前又はは種
前まで(雑草生育
期)

250mL/10
a

収穫7日前まで
(雑草生育期)

多年生雑
草

500～
1000mL/1
0a

耕起7日前まで
(雑草生育期)

1回

草枯らし ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩液剤

雑草茎葉散布 普 Ⅰ

全面土壌散布 普

一年生雑
草

250～
500mL/10
a

は種後出芽前(雑
草生育期)

小麦 3回
以内

Ⅰ

全土壌
(砂土
を除
く)

Ⅰ

普 Ⅰ

Ⅰ

ﾘﾍﾞﾚｰﾀｰﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ･ﾌﾙ
ﾌｪﾅｾｯﾄ水和剤

一年生雑
草

60～
80mL/10a

は種後～麦3葉期
(雑草発生前～ｲﾈ
科雑草1葉期ま
で)

1回 雑草茎葉散布又は全面
土壌散布

普全土壌
(砂土
を除
く)

ﾘﾍﾞﾚｰﾀｰG ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ･ﾌﾙ
ﾌｪﾅｾｯﾄ粒剤

一年生雑
草

4～
5kg/10a

は種後～麦2葉期
(雑草発生前～ｲﾈ
科雑草1葉期ま
で)

1回

ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟﾏｯ
ｸｽﾛｰﾄﾞ

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ
塩液剤

麦類 200～
500mL/10
a

は種後出芽前(雑
草生育期)

3回
以内

耕起前又はは種
前まで(雑草生育
期)

Ⅰ

ﾑｷﾞﾚﾝｼﾞｬｰ乳
剤

ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙﾌﾞ･ﾘ
ﾆｭﾛﾝ乳剤

一年生雑
草

300～
600mL/10
a

秋播栽培のは種
後出芽前(雑草発
生前)

1回 全面土壌散布

雑草茎葉散布 普

全面土壌散布 普 Ⅰ

ﾎﾞｸｻｰ ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙﾌﾞ乳
剤

一年生雑
草

400～
500mL/10
a

秋播栽培のは種
後～麦2葉期(雑
草発生前～発生

2回
以内

ﾊﾞﾝﾊﾞﾝ細粒
剤F

ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ･ｼﾞ
ﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ粉粒
剤

一年生雑
草

3～
5kg/10a

は種後出芽前～
出芽揃期(雑草発
生前)

1回 全土壌
(砂土
を除
く)

雑草茎葉散布又は全面
土壌散布

普

普 Ⅰ

大麦

収穫7日前まで
(雑草生育期)

3回
以内

ﾊﾞｽﾀ液剤 ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤 一年生雑
草

300～
500mL/10
a

は種後出芽前(雑
草生育期)

1回 雑草茎葉散布
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・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 作物名 適用病害虫雑

草名
希釈倍数使
用量

使用時期 本剤
の使
用回
数

使用方法 適用土壌 毒
性

魚
毒
性

ｱﾀｯｸｼｮｯﾄ乳
剤

ﾌﾙﾁｱｾｯﾄﾒﾁﾙ
乳剤

だいず 一年生広葉雑
草

30～
50mL/10a

本葉2葉期～開
花前(雑草生育
期)但し､収穫
45日前まで

1回 雑草茎葉
散布又は
全面散布

普 Ⅰ

ｴｺﾄｯﾌﾟP細
粒剤F

ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞP･
ﾘﾆｭﾛﾝ粉粒
剤

だいず 一年生雑草 4～
6kg/10a

は種後出芽前
(雑草発生前)

1回 全面土壌
散布

全土壌(砂
土を除く)

普 Ⅰ

ｴｺﾄｯﾌﾟP乳
剤

ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞP･
ﾘﾆｭﾛﾝ乳剤

だいず 一年生雑草 400～
600mL/10a

は種後出芽前
(雑草発生前)

1回 全面土壌
散布

全土壌(砂
土を除く)

普 Ⅰ

は種7日前まで
(雑草生育期)

は種後出芽前
まで(雑草生育
期:草丈30cm以
下)

畦間処理:雑草
生育期(草丈
30cm以下) 但
し､収穫前日ま
で

ｸﾘｱﾀｰﾝ細粒
剤F

ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ･
ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘ
ﾝ･ﾘﾆｭﾛﾝ粉
粒剤

だいず 一年生雑草 4～
5kg/10a

は種直後(雑草
発生前)

1回 全面土壌
散布

全土壌(砂
土を除く)

普 Ⅰ

500～
700mL/10a

定植3日前まで
(雑草発生前)

500～
800mL/10a

は種直後(雑草
発生前)

ｻﾞｸｻ液剤 ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄPﾅ
ﾄﾘｳﾑ塩液剤

豆類(種
実､ただ
し､らっ
かせい
を除く)

一年生雑草 300～
500mL/10a

収穫28日前ま
で(雑草生育期
は種･定植前又
は畦間処理)

3回
以内

雑草茎葉
散布

普 Ⅰ

ｻﾀｰﾝﾊﾞｱﾛ粒
剤

ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ･ﾍﾞ
ﾝﾁｵｶｰﾌﾞ粒
剤

だいず 一年生雑草 4～
6kg/10a

は種後～出芽
前(雑草発生
前)

1回 全面土壌
散布

普 Ⅰ

は種後出芽前
(雑草生育期)

畦間処理:雑草
生育期 但し､
収穫前日まで

耕起前又はは
種10日前まで
(雑草生育期)

一年生ｲﾈ科雑
草(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞ
ﾗを除く)

35～
50mL/10a

ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ

一年生ｲﾈ科雑
草(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞ
ﾗを除く)

雑草生育期(ｲﾈ
科雑草5～8葉
期)収穫50日前
まで

普 Ⅰ

ｾﾚｸﾄ乳剤 ｸﾚﾄｼﾞﾑ乳剤 だいず 雑草生育期(ｲﾈ
科雑草3～5葉
期)収穫50日前
まで

1回 雑草茎葉
散布又は
全面散布

普 Ⅰ

50～
75mL/10a

2回
以内

雑草茎葉
散布

ｻﾝﾀﾞｰﾎﾞﾙﾄ
007

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ
塩･ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪ
ﾝｴﾁﾙ水和剤

だいず 一年生雑草 400～
600mL/10a

Ⅰ

ｸﾘｱﾀｰﾝ乳剤 ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ･
ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘ
ﾝ･ﾘﾆｭﾛﾝ乳
剤

だいず 一年生雑草 1回 全面土壌
散布

全土壌(砂
土を除く)

普 Ⅰ

雑草茎葉
散布

普

②大豆
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。

ｶﾙﾅｸｽ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ
塩液剤

だいず 一年生雑草 250～
500mL/10a

2回
以内
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・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 作物名 適用病害虫雑

草名
希釈倍数使
用量

使用時期 本剤
の使
用回
数

使用方法 適用土壌 毒
性

魚
毒
性

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。

は種後出芽前
(雑草生育期)

畦間処理:雑草
生育期 但し､
収穫前日まで

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

一年生雑草

一年生広葉雑
草

2倍 生育期(雑草生
育期) 但し､収
穫7日前まで

雑草茎葉
塗布

は種後出芽前 全面土壌
散布

は種前 全面土壌
混和

生育期 但し､
収穫45日前ま
で

畦間土壌
散布

定植前(植穴掘
前)

全面土壌
散布

は種後出芽前 全面土壌
散布

生育期 但し､
収穫45日前ま
で

畦間土壌
散布

定植前(植穴掘
前)

全面土壌
散布

150～
200mL/10a

雑草生育期ｲﾈ
科雑草3～5葉
期 但し収穫30
日前まで

200mL/10a 雑草生育期ｲﾈ
科雑草6～8葉
期 但し収穫30
日前まで

250～
300mL/10a

雑草生育期ｲﾈ
科雑草9～10葉
期 但し収穫30
日前まで
は種後出芽前
(雑草生育期)

は種前(雑草生
育期)

収穫28日前ま
で(株間処理:
本葉5葉期以降
雑草生育期)

収穫28日前ま
で(畦間処理:
雑草生育期)

定植5日前まで
(雑草生育期)

普 Ⅰ3回
以内

雑草茎葉
散布

ﾊﾞｽﾀ液剤 ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液
剤

だいず 一年生雑草 300～
500mL/10a

Ⅰ

ﾅﾌﾞ乳剤 ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳
剤

だいず 一年生ｲﾈ科雑
草(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞ
ﾗを除く)

1回 雑草茎葉
散布又は
全面散布

普 Ⅰ

1回 砂壌土～
埴土

普ﾄﾚﾌｧﾉｻｲﾄﾞ
粒剤2.5

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒
剤

だいず 一年生雑草(ﾂ
ﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科､ｷｸ科､ｱﾌﾞ
ﾗﾅ科を除く)

4～
6kg/10a

普 Ⅰ

耕起又はは種7
日以前(雑草生
育期)

ﾄﾚﾌｧﾉｻｲﾄﾞ
乳剤

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳
剤

だいず 一年生雑草(ﾂ
ﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科､ｷｸ科､ｱﾌﾞ
ﾗﾅ科を除く)

200～
300mL/10a

1回 普 Ⅰ

2回
以内

雑草茎葉
散布

ﾀｯﾁﾀﾞｳﾝiQ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳ
ﾑ塩液剤

だいず 一年生雑草 250～
500mL/10a
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・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 作物名 適用病害虫雑

草名
希釈倍数使
用量

使用時期 本剤
の使
用回
数

使用方法 適用土壌 毒
性

魚
毒
性

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。

出芽直前～3葉
期まで(雑草発
生始期～2葉
期)

雑草茎葉
散布又は
全面土壌
散布

生育期(雑草発
生揃期～2葉
期)但し､収穫
30日前まで

畦間雑草
茎葉散布

ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾀｰP
乳剤

ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞP
乳剤

だいず 一年生雑草(ｱ
ｶｻﾞ科･ｱﾌﾞﾗﾅ
科･ﾀﾃﾞ科を除
く)

75～
120mL/10a

は種後出芽前
(雑草発生前)

1回 全面土壌
散布

普 Ⅰ

ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾀｰ
乳剤

ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ乳
剤

だいず 畑地一年生雑
草(ｱｶｻﾞ科･ｱ
ﾌﾞﾗﾅ科･ﾀﾃﾞ科
を除く)

100～
150mL/10a

は種後発芽前
(雑草発生前)

1回 全面土壌
散布

砂土を除
く全土壌

普 Ⅰ

ﾎﾟﾙﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁ
ﾙ水和剤

だいず 一年生ｲﾈ科雑
草(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞ
ﾗを除く)

200～
300mL/10a

雑草生育期(ｲﾈ
科雑草の3～10
葉期)収穫30日
前まで

1回 雑草茎葉
散布又は
全面散布

普 Ⅰ

耕起前又は出
芽前まで(雑草
生育期)

収穫前日まで
(雑草生育期:
畦間処理)

ﾗｸｻｰ乳剤 ｱﾗｸﾛｰﾙ･ﾘﾆｭ
ﾛﾝ乳剤

だいず 一年生雑草 400～
800mL/10a

は種後出芽前
(雑草発生前)

1回 全面土壌
散布

普 Ⅰ

ﾗｸｻｰ粒剤 ｱﾗｸﾛｰﾙ･ﾘﾆｭ
ﾛﾝ粒剤

だいず 一年生雑草 4～
8kg/10a

は種後出芽前
(雑草発生前)

1回 全面土壌
散布

普 Ⅰ

ﾗｯｿｰ乳剤 ｱﾗｸﾛｰﾙ乳剤 だいず 一年生雑草 300～
600mL/10a

は種後出芽前 1回 全面土壌
散布

全土壌 普 Ⅰ

は種直後～出
芽前(雑草発生
前～発生始期)

全面土壌
散布

本葉3葉期以降
但し､収穫30日
前まで(雑草生
育期)

雑草茎葉
兼土壌散
布(畦間･
株間処理)

200～
300g/10a

本葉3葉期以降
(雑草生育期)
但し､収穫45日
前まで

雑草茎葉
兼土壌散
布(畦間･
株間処理)

250～
300g/10a

は種後出芽前
(雑草発生前)

全面土壌
散布

普 ⅠﾜﾝｸﾛｽWG ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟ
P･ﾘﾆｭﾛﾝ水
和剤

だいず 一年生雑草 1回

普 Ⅰ

ﾛﾛｯｸｽ ﾘﾆｭﾛﾝ水和
剤

だいず 一年生雑草 100～
200g/10a

1回 普 Ⅰ

2回
以内

雑草茎葉
散布

ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ
ﾏｯｸｽﾛｰﾄﾞ

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳ
ﾑ塩液剤

だいず 一年生雑草 200～
500mL/10a

ﾊﾟﾜｰｶﾞｲｻﾞｰ
液剤

ｲﾏｻﾞﾓｯｸｽｱﾝ
ﾓﾆｳﾑ塩液剤

だいず 一年生雑草 200～
300mL/10a

1回 普 Ⅰ
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・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 作物名 適用病害虫雑

草名
希釈倍数使
用量

使用時期 本剤
の使
用回
数

使用方法 適用土壌 毒
性

魚
毒
性

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和５年12月15日現在のものです。

ｼﾊﾞﾑｷﾞ

ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ

一年生ｲﾈ科雑
草(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞ
ﾗを除く)

ｼﾊﾞﾑｷﾞ

ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ

一年生ｲﾈ科雑
草(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞ
ﾗを除く)
ｼﾊﾞﾑｷﾞ

ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ

一年生ｲﾈ科雑
草(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞ
ﾗを除く)

は種7日前まで
(雑草生育期)

は種後出芽前
まで(雑草生育
期)

畦間処理:雑草
生育期 但し､
収穫前日まで

100～
150mL/10a

だいずの2葉期
～開花前(雑草
の生育初期～6
葉期)但し収穫
45日前まで

雑草茎葉
散布又は
全面散布

300～
500mL/10a

だいずの生育
期(雑草の生育
初期～6葉期)
但し収穫45日
前まで

畦間雑草
茎葉散布

普 Ⅰ

大豆ﾊﾞｻｸﾞﾗ
ﾝ液剤(ﾅﾄﾘｳ
ﾑ塩)

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液
剤

だいず 一年生雑草(ｲ
ﾈ科を除く)

1回 普 Ⅰ

2回
以内

雑草茎葉
散布

雑草生育期(ｲﾈ
科雑草3～5葉
期)但し､収穫
60日前まで

草枯らし ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ
塩液剤

だいず 一年生雑草 250～
500mL/10a

ﾜﾝｻｲﾄﾞP乳
剤

ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟP
乳剤

だいず 100mL/10a 雑草生育期(ｲﾈ
科雑草5～8葉
期)但し､収穫
60日前まで

1回 雑草茎葉
散布又は
全面散布

普 Ⅰ

雑草生育期(ｲﾈ
科雑草8～10葉
期)但し､収穫
60日前まで

75～
100mL/10a
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